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※本 例 および記載内容の 次利用を禁止し す

省エネ 性能

Q2. 2. 耐用性 信頼性 免震工法、品質法劣化 策等級3

Q3. 1. 生物環境の保全と創出 外構緑化、屋 緑化、壁面緑化

Q3. 2. ちな 景観への配慮 ス ンの調和

Q3. 3. 地域性 メ への配慮 ンスペ ス、ペ ス ン ッ

LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制 品確法省エネ 策等級4、 重 ッ

LR3.2. 地域環境への配慮 後退距離の確保、日影を形成する中高木植栽

A. 環境配慮 ン B. 省エネ 省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ュ F. 長 命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産 施工との連携

I. 周辺 地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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新築

集合住宅

シテ タワー 東京

み り豊か オープン ー を備えた都市型集合住宅

設計概要

本計画 シ タワ 東 国家戦略特区 認定さ 都市計画 有明 」-1地区 A街区 計画 あ 地区

計画 」街区 構成さ 本計画 あ A街区 宅 B街区 ン 商業 C街区 駐車場等

都内最大規模 約10.7しa 宅 商業複 開発 あ

建物全景パ ス

発注者 住友不動産株式会社

設計･監理 前田建設工業株式会社一級建築士 務所

Ma a r rati

施工 前田建設工業株式会社東京建築支店

ITY TOWE  TOKYO Y

所在地 東京都江東区

竣工年 2019 年

敷地面積 32,627 ㎡

延床面積 160,830㎡

構造 R（造一部S造

階数 地 1階、地 32階、地 33階

都市計画

有明 」-1地区 東 都再開発等促進区を定 地区

計画 則 計画 い

当該地区 駅至近 立地特性を生 生活便利 優

眺望や快適 都市生活 可能 都市型 居

空間を整備 街区内 あ

広場空間や厚 あ 緑地帯 緑豊 プン

を整備 良好 環境 形成を い

南 ッキ広場を起点 当地区を縦断 メ ンロ

歩行者動線を整備 東 湾環

状線 分断 南 市街地 回遊性向 を

地区 多様 施設 賑わい軸を形成

設計担当者

統括：森野聡 林保宏／建築：滝 大塚和洋 松 智史 川村成正 石川香織 林弘幸 後藤真 子

構造： 田実 諸石智彦 谷本磨砂彦 藤林篤史 山根崇

設備：反保善夫 船越 雄 猶原教博 師岡淳

配置計画

計画敷地西側 高架 路 プロ チ ン ッ

キを計画 最寄駅 人々 流 を誘 集 宅及び隣接

計画 商業施設へ 役割を果 歩行者 車

経路を分離させ 安全性 配慮 計画 あ 約」「,600㎡

計画敷地面積 路 独立性 高い敷地 あ ３

タワ 層 認定 園をゆ 配置 計画 い

タワ ３棟 路境界線 約10ｍ後退させ 湾岸

路 喧 や圧迫感を和 緩衝空間を設 タ

ワ 間 ゆ あ 離隔距離を確保 計画 建物 足元

豊 緑 景観を創出 い 東西 約400ｍ以 わ 広

開放的 敷地を緑 回廊 結び 四季折々 表情を変え シ

ンコ や 美 い桜並木 出迎え 南広場 潤い

景観を形成 い

ペ ス ン ッ パ ス

街区の考え方

環境計画

環境 共生 都市環境 形成 敷地 地 部 大半を緑

屋 緑 や壁面緑 組 約1」,400㎡

及ぶ敷地面積 約40％ 緑 面積を確保 ヒ ン 現

象 緩和 努 い 植栽 緑 奥行 を 一層感 させ

高木 中 木を計画的 配置 い 高木 常緑樹 シ

シや落葉樹 ケヤキ 形成 緑陰 形成を創出 い

風洞実 風環境 状態を評価 防風植栽や防風 ク

ン等を設置 建設前 同等 風環境 維持さ

う配慮 い

南広場パ ス

A街区

品確法省エネ 策 等級4


